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中丹地域医療再生計画の概要

－再編・連携による高次の救急医療を担う基幹的病院の創設－

１ 趣 旨

í 舞鶴市における公的病院再編について、同市再編推進委員会を中心とした計画の取りまと

めがなされたことを受け、中丹医療圏全体の医療機能・連携の強化につながると認められる

ことから、中丹地域医療再生計画とする。

í 舞鶴市内の公的病院の再編・連携により、高次の救急医療を担う基幹的病院を創設し、堅

固な医療提供体制や救急体制の堅持を図る。

２ 対象地域

『中丹医療圏』

３ 期 間

平成２１年度～平成２５年度

４ 現状分析

① 舞鶴市内において公的４病院が存立する中、人口 10万人対の病院数及び病床数が

中丹医療圏は府内で最多

（※人口 10万人対 病院数：府全体 6.2 中丹 7.6 病床数：府全体 866.0 中丹 983.2）
② 医師不足の中、各診療科医師の配置のアンバランスと偏在

◆ ２次医療圏ごとの病院数と病床数 実数と人口１０万人対を表示

（医療施設調査）

866.022,8996.46.2165京都府計

418.74612.02.73山城南

633.22,8214.74.721山城北

963.415,6196.96.7109京都・乙訓

754.51,1097.76.810南丹

983.22,0667.97.616中丹

747.38235.25.26丹後

病床数病院数

医療圏 H18年実数H14年H17年実数
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◆ 舞鶴市内の公的４病院の診療科別勤務医医師数 ［平 20.4舞鶴市調べ］

内 循 消 神 呼 外 整 脳 心 呼 小 小

科 環 化 経 吸 科 形 神 血 吸 児 児

器 器 内 器 外 経 管 器 外 科

科 科 科 科 科 外 外 外 科

科 科 科

医療センター（395床） 2 4 3 4 1 4 4 1 5

共済病院（310床） 2 7 1 5 3 3 2

赤十字病院（150床） 7 4 4 1

市民病院（150床） 2 1 1 1 1

合計（1,005床） 13 11 5 5 2 13 7 5 3 1 8

京都市内Ａ公的病院（664床） 10 7 9 5 4 12 9 4 3 1 1 10

眼 耳 産 泌 皮 歯 放 精 麻 検 合 専 研

科 鼻 婦 尿 膚 科 射 神 酔 査 計 攻 修

咽 人 器 科 口 線 科 科 部 医 医

喉 科 科 腔 科

科 外

※ 科

医療センター（395床） 1 1 (1) 1 1 7 39 4

共済病院（310床） 2 2 3 4 2 2 2 40 3

赤十字病院（150床） 2 1 1 20

市民病院（150床） 1 7

合計（1,005床） 5 3 3 6 4 3 2 7 106 7

京都市内Ａ公的病院（664床） 4 5 7 6 4 2 4 2 6 3 118 43 40

※医療センターの産婦人科医師１人は平成20年12月から

５ 課 題

○ 各診療科医師の配置バランスの適正化と偏在の解消

○ 医療資源の集中、経営の効率化

○ 高次救急医療を中心とした広域医療連携ネットワークの構築

○ ＩＴ活用による診療機能の向上

６ 目 標

○ 基幹的病院の創設を目指して、公的３病院の再編・連携を図り、４００床規模の新病

院（急性期病院）を新たに整備

○ 新病院は基幹的機能の役割、サテライト病院（既設）は補完的機能の役割を果たし、

相互の連携により地域医療を充実強化

○ 新病院でのトータルな医療の提供と十分な医師の確保
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７ 具体的な施策

総事業費 ８６億円（基金２５億円、舞鶴市等事業者負担６１億円）

í公的病院再編・連携事業（基幹的病院創設事業）

及び医療体制確保事業

※事業主体は、舞鶴市を中心に関係３病院の運営母体が協議の上、決定
事業計画、財源確保等については、今後事業主体等において引き続き検討の上、確定

施 策 内 容

① 施設整備事業

［施設の整備］

○ 管制塔機能を担う高次救急に対応する急性期病院（400床規模）の整備

・ 新たに整備する急性期病院は基幹的機能、サテライト病院は補完的機能

の役割

・ 各診療科医師の配置のアンバランスと偏在の解消、医療資源の集中、

経営の効率化等

・ 若手専門医や研修医が集積する拠点病院化

・ 中丹医療圏における安定した救急医療体制の確立

［医療機器の整備］

○ 情報ネットワークを活用した、双方向通信による画像診断・遠隔医療

など高度医療機器の導入

［電子カルテ導入］

○ 電子カルテ化による医療の効率化と患者の医療安全の確保

② 病院再編推進事業

○ 再編後の新病院運営組織の設置・運営、新病院への移行円滑化プランの作成、

病院間患者バスの運行等

③ 救急搬送システムの確立事業

○ 「高機能救急車」の整備と運用により、医療圏内における救急搬送体制、

圏外の３次救急病院への救急搬送システムの確立

④ 医師疲弊防止対策事業

○ 「医師事務作業補助者」の確保により、病院勤務医の負担軽減を図り、

勤務しやすい環境整備、勤務医の疲弊防止
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京都府・中丹地域医療再生計画（再編・連携による高次の救急医療を担う基幹的病院の創設） 




